
九
百
同
年
パ

H
一一

γ
一
同
第
三
種
郵
便
物
語
可
【
旬
月
-
同
-
日
滋
廿
〕

曾苧源寺経字三;;.圏帝都京

費電

辛子百貨日一一戸~ - "fo.，ヘヲF口皆商

新

特

年

BIJ 

苦慮

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
財
政
策
・
'

人
口
に
闘
す
る
小
論

制
時
制
枇
…
…
昨
日
誠
一
判
明
ベ
ル
ン
ハ
ル
プ
4

の
見
解

探
知
と
生
産
費
・
b

-

資
本
論
と
一
般
均
衡
論

ule皿
、
円
k
戸、
l
u↓
イ
品
川
一
〉
芝
河
川
、

:J正

預
金
遁
貨
の
貨
幣
的
性
質
に
就
て

ケ
ト
レ

l
直
後
の
英
悌
統
計
皐
・

土
佐
の
育
子
策
に
つ
い
て

矯
替
心
理
一
説
の
批
判

宇
和
烏
藩
の
蝋
専
責

琉
球
農
村
共
同
盟
肌
丸
山
岨
一
川
崎
「
岡
民
共
同
時
一

地
方
財
政
の
改
革
・

漁
業
組
合
論
・

二
ツ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

新
清
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

麓

韓

載E
雄

保

馬

・
経
済
皐
士
八
木
芳
之
助

律

濁

墜

士

大

塚

一

朗

、

将

狩

準

士

柴

旧

敬

F

1

A

、
ー
リ

ι」

l
e

a

絞

mRイ
土

中

谷

立

法

皐

博

士

財

部

部

治

同
己
貸
工
博
士
木
庄
柴
治
郎

純
情
県
博
土
谷
口
古
彦

終
済
月
十
土
堀
江
保
疎

開
山
一
御
率
博
土
石
川
興
二

・
控
四
県
博
士
汐
見
三
郎

・
将
湾
同
十
土
蜂
川
虎
三

葉
何
事
博
士
小
品
昌
太
郎

法
墜
博
士
紳
戸

文
皐
博
士
高
田



j莱

短

『除、、
、-

生

産

費

大

塚

朗

緒

言

需
要
力
の
全
面
的
萎
縮
化
は
目
下
の
経
済
恐
慌
の
性
格
に
於
け
る
、
重
要
な
一
要
素
含
成
し
て
ゐ
る
。
そ
こ

で
、
各
種
の
工
業
生
産
物
に
つ
い
て
も
白
ら
、

市
場
債
格
低
落
の
傾
向
が
現
は
れ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

カラ
カョ

ザ
リ
“
助
作
山
、
科
し
刊
畑
一
叩
h
仰
の
ガ
叫
仰
に
よ
っ
て
市
場
慣
世
相
の
ほ
落
川
川
去
れ
る
~
?
っ
ぱ
生
産
物
の
需
要
哉
、
従
つ
℃
叉

の
論
究
せ
る
刻
〈
、

膿
て
生
産
量
の
減
少
が
起
る
べ
き
も
の
な
る
こ
と
は
周
知
の
理
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
J
》
一

m
c
E

生
産
量
の
安
定
は
債
格
の
不
安
定
と
同
義
で
あ
り
、
而
し
て
債
格
の
安
定
ば
生
産
量
の
不
安
定
と
同
義
で
あ
る
。

抑
も
、
企
業
的
生
産
は
管
利
の
震
に
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
費
を
超
過
す
る
慣
格
は
と
れ
に
於
げ
る

根
本
的
傾
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
、
生
産
量
が
正
常
需
要
を
超
過
し
て
其
の
聞
の
不
均
衡
が
起
れ
る
こ
と

に
基
〈
債
格
の
低
落
が
現
は
れ
に
場
合
に
は
、
若
し
正
統
恨
的
自
由
競
争
主
義
の
立
つ
原
理
が
完
全
に
実
の
作
用

'p-
後
揮
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
事
情
の
存
せ
ぬ
限
り
、
辛
う
じ
て
原
費
を
償
ひ
待
ペ
き
限
界
生
産
線
の
後
退
止
共
に
、

聞
も
無
〈
、
市
場
生
産
量
が
減
少
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
蓮
に
正
常
市
債
の
回
復
を
見
る
に
至
る
べ
き
理
で
あ

る

操

短

と

生

産

投

第

5}，~ 

五
一ヒ

第
一
一
一
十
六
巻

子E
Fヒ
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操

短

と

生

産

費

第
三
十
六
巻

五
八

ヨb~
i¥ 

第

"'~ 

然
る
に
、
近
代
の
工
業
的
企
業
に
於
け
る
生
産
組
織
に
あ
り
で
は
、
市
場
生
産
量
と
正
常
需
要
量
と
の
不
均
衡

を
調
整
す
べ
き
企
業
原
理
が
、
国
滑
に
其
の
固
有
の
作
用
を
費
揮
す
る
こ
と
を
甚
し
〈
阿
碍
す
る
事
情
が
伏
在
す

る
。
其
の
矯
各
企
業
が
自
由
競
争
状
態
に
放
任
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
、
原
費
を
下
廻
る
市
債
低
落
が
現
は
れ
で
も
、

依
然
と
し
て
.
可
な
り
長
き
に
ば
一
り
、
過
剰
生
産
，
主
横
行
さ
れ
る
傾
向
を
見
る
に
至
れ
，
Q

こ
と
は
院
に
♂
〈

-
a
g
p一品、

∞己

5
包
m
H
M
E
n
u
，
等
多
数
の
皐
者
が
こ
れ
を
論
ぜ
る
所
で
あ
ふ
o

回
よ
り
、

や

原
品
質
イ
ダ
下
廻
る
市
憤
-
い

も、「
h
p
t
?
I
』
白
神
ト
t
u壬
b
Fド
同
同
一

.1t
ョ，
C-色
、

i
j
f
l
i
f
e
!
L
T
f
j
q
4
1
1
 

似
こ
ら
れ
亡
あ
る
事
情
の
下
で
は
犬
ー
の
公
業
の
斜
に
、

肢
も
聾

j

j

 

ば
る
べ
き
道
と
し
て
清
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
な
る
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
、

か
か
る
服
態
に
於
げ
る
版
寅
競
年
が

結
局
は
強
弱
の
企
業
を
蓮
ね
て
、
ひ
と
し
〈
こ
れ
な
窮
迫
又
は
破
壊
に
陥
ら
し
む
べ
き
道
行
な
る
は
提
無
レ
。
所

謂
カ
w
y
eプ
U
Y

な
る
企
業
結
合
の
現
象
は
、
此
の
破
壊
的
競
争
の
回
避
、
被
捕
の
願
望
か
ら
生
れ
出
た
も
の
で
あ
る

(
詮
)

こ
と
は
、
準
者
が
認
め
て
一
致
せ
る
見
解
で
あ
る
。

現
に
、
目
下
の
不
況
に
臨
ん
で
、
我
闘
に
族
出
し
て
ゐ
る
多
数
の
工
業
的
カ
Y
Eプ

Y

も
、
相
率
ゐ
て
、
何
等
か

の
方
法
を
以
で
破
壊
的
競
争
の
回
避
若
し

t
は
緩
和
を
講
じ
、
市
債
の
維
持
、
引
上
に
努
め
て
ゐ
る
。

(
註
)

且
品
集
の
上
昇
期
に
於
て
、
債
格
均
勢
白
維
持
或
は
過
剰
設
備
設
置
の
橡
防
の
矯
に
、
カ
ル
テ
ル
が
結
成
さ
れ
る
例
も
あ
る
抗
、
寧
ろ
そ
れ

は
、
少
数
の
場
合
で
あ
る
。

現
今
の
如
き
不
況
時
に
於
い
て
、
破
壊
的
競
争
を
阻
み
市
債
の
低
落
を
防
が
ん
と
す
る
、
工
業
的
カ
w
y
-
7
Y

の

目
的
は
、
結
局
は
、
生
産
の
制
限
剖
ち
所
謂
、
操
短
に
よ
っ
て
の
み
達
成
し
得
ら
る
べ
き
も
の
な
る
こ
と
は
、
夏
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め
て
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
故
に
、
資
金
調
達
の
困
難
等
の
不
可
避
的
原
因
に
基
く
も
の
の
外
に
、
組
織
の
力
を
以

て
す
る
操
短
が
今
や
工
業
的
企
業
界
の
旅
行
的
現
象
と
な
っ
て
ゐ
る
。
市
し
て
、
か
か
る
工
業
的
構
占
組
織
に
於

け
る
操
短
が
現
に
、
生
産
物
の
市
債
の
向
上
に
向
っ
て
、
著
し
く
貰
作
用
を
現
は
し
て
来
た
乙
と
が
侍
へ
ら
れ
る
。

か
t
の
却
〈
、
組
織
的
操
短
に
よ
っ
て
、
不
況
時
に
於
け
る
市
債
の
引
上
、
維
持
炉
或
る
程
度
に
賢
現
し
得
ら

る
べ
き
こ
左
は
疑
を
容
れ
ぬ
所
で
あ
る
か
ら
工
業
的
企
業
界
の
指
導
者
達
が
、
企
業
の
立
場
仁
立
っ
て
、
軌
れ
も

目
下
の
脱
出
に
於
て
操
短
な
渇
望
す
る
風
を
一
不
す
は
不
思
議
で
な
い
。
し
か
し
、
彼
等
は
果
し
て
、
此
の
方
法
の

み
に
よ
〈
て
。

リ
ー
芋
万
能
寺
、

来
串
一
芳
一
宇
、
有

増
進
乃
歪
は
回
復
と
い
ふ
企
業
の
根
本
目
的
?
達
成
せ
し
め
特
る
で
あ
ら
7

h
v
o

惜
叫
し
.
川
県
一
慨
に
は
之
内

D
H訪
問
む
共
量
乃
成
七
J

夜
乃
み
に
官
れ
っ
て
山
川
、

L
J
J
J
l
l
)
(
l
j
j
A
1
:
!
i
f
t
L
I
l
-
-
-

日
ド
の
如
き
資
K
J家
的
生
亮
h
k
業
の

窮
境
が
救
消
し
得
ら
れ
ぬ
と
す
る
な
ら
ば
、

其
の
救
済
手
段
は
必
然
的
に
、

更
ら
に
如
何
な
る
方
面
に
向
つ
で
、

党
め
ら
れ
る
に
至
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。
不
況
時
に
於
け
る
近
代
的
企
業
の
自
己
品
川
梼
策
は
、
蓋
し
公
安
活

動
自
瞳
の
上
の
み
に
覚
め
て
全
き
を
得
べ
き
も
の
で
な
い
で
あ
ら
う
。

此
の
一
文
に
於
い
て
、
右
の
問
題
に
閲
す
る
若
干
の
考
察
を
試
み
ゃ
う
と
思
ふ
の
で
み
る
o

一
産
業
部
門
の
上
に
濁
占
組
織
が
結
成
せ
ら
れ
、
組
織
の
力
に
よ
っ
て
生
産
額
の
制
限
従
っ
て
又
、
営
該
商
品

の
市
場
提
供
量
の
減
少
が
起
る
な
ら
ば
、
姑
〈
需
要
力
の
側
の
事
情
を
静
置
す
る
限
り
其
蕗
に
市
債
の
騰
貴
を
見

る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

操

短

と

生

産

費

第
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操

短

と

生

産

費

ノ、

O 

第

却比

o 

第
一
一
ム
十
六
巻

こ
こ
に
い
ふ
濁
占
と
は
、

勿
論

F
・5
2一
等
の
考
ふ
る
が
如
き
絶
封
的
濁
占
即
ち
生
産
物
の
自
然
的
稀
少
或

は
法
律
的
制
限
に
依
る
濁
ト
円
で
は
な
い
。
か
く
の
如
き
濁
占
は
市
場
に
於
げ
る
競
争
の
完
全
な
る
排
除
を
意
味
す

る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
へ
る
満
点
は
、
た
だ
、

一
市
場
の
需
要
者
が
其
の
需
要
の
大
部
分
を
一
提
供
者
或
は
其

の
結
合
闘
に
よ
っ
て
充
に
さ
れ
る
こ
と
を
憐
儀
な
く
さ
れ
る
場
令
、
・
即
ち
一
提
供
者
或
は
一
結
合
提
供
聞
が
市
場

に
於
け
る
会
提
供
額
で
は
な
い
が
、
而
も
常
該
商
品
の
市
憤
形
成
が
彼
の
態
度
如
何
に
よ
っ
て
著
し
く
思
響
サ
し

め
ら
れ
る
桂
皮
の
提
供
相
伝
支
配
す
る
時
、
慨
に
存
在
中
る
所
の
も
の
な
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
c

か
か
る
猫
占
樫
が
不
況
時
に
於
け
る
管
業
方
策
と
し
て
行
ふ
慮
の
棋
業
短
縮
に
凶
っ
て
、
企
業
の
目
的
'
と
す
る

収
益
力
の
増
進
が
起
る
鶏
に
は
、
被
短
に
基
く
市
場
提
供
の
減
少
が
市
債

ω騰
貴
を
驚
ら
す
こ
と
が
必
要
の
侍
件

に
る
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
、
此
の
場
合
に
、
ぞ
れ
が
必
要
保
件
の
緯
で
で
な
い
こ
と
ぞ
看
過
寸
る
人
は
無
い

で
あ
ら
う
。
帥
ち
、
人
は
庇
ち
一
に
.
他
の
一
保
件
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ぞ
れ
は
、
工
業
的
企
業
に
於
い

て
操
短
の
行
は
れ
る
場
合
に
、
主
(
の
企
業
の
生
産
費
が
操
短
と
共
に
如
何
な
る
後
展
を
な
す
か
の
問
題
に
聞
係
す

る

ま
こ
と
に
減
少
せ
る
販
責
数
量
と
騰
貴
せ
る
単
位
債
格
と
の
積
が
常
該
掛
短
企
業
の
生
産
費
総
額
を
償
っ
て
其

の
除
剰
額
が
増
大
す
る
や
否
や
が
、
此
の
場
合
の
決
定
的
問
題
で
あ
る
。
勿
論
、
右
の
考
量
で
改
一
期
間
の
金
生

産
量
が
其
の
期
間
に
貰
り
査
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
及
び
販
寅
遁
程
上
の
費
用
の
除
外
と
が
蝦
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
か

く
て
不
地
時
に
於
け
る
濁
占
惜
の
管
業
方
策
と
し
て
の
操
短
が
其
の
適
合
如
何
を
判
定
3
れ
る
が
潟
に
は
、
主
(
の

der St a.ats\yissen~chan(;:n ， 6 
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操
短
に
基
い
て
、
金
業
の
生
産
員
一
か
如
何
な
る
竣
展
賦
態
守
示
す
か
に
就
て
の
考
察
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
却
も
ん
1

一
定
の
操
短
針
起
る
直
前
の
総
生
産
費
を
戸
総
販
頁
牧
入
を
〈
と
し
、
操
短
後
の
総
生
産
費
と
栂
版
買
収
入
を
夫

l
m
J
q
と
す
れ
ば
一
定
期
間
及
び
一
定
自
己
責
本
額
ケ
前
提
す
れ
ば
、
操
短
に
因
っ
て
〈
l
∞
八
弓
ー
で
の
聞
係

が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
こ
に
操
短
方
策
の
考
察
に
於
い
て
、
重
要
な
意
義
を
輿
へ
ら
れ
た
生
産
費
が
金
業
費
用
の
下
位
概
念
に
属
す

る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
企
業
費
用
の
何
七
る
か
に
つ
い
て
は
、
院
に
多
〈
の
皐
者
に
よ
っ
て
倦
ま

F
る
考

察
が
な
さ
れ
て
来
た
が
、
而
も
未
だ
こ
れ
に
つ
い
て
の
統
一
的
見
解
が
成
立
し
て
は
ゐ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
在
見

に
よ
れ
ば
ア
円
一
2
2
及
び
山
門
r日
比

245口
r

の
設
問
概
念
一
か
就
中
最
も
怪
一
常
な
ち
の
で
あ
る
υ

勿
論
、

北
(
の
表
現

其
の
賞
盾
民
的
概
念
に
至
つ
て
は
一
雨
者
殆
ど
同
一
で
あ
る
と
い
へ

る
。
尤
も
、
以
前
に
あ
り
で
は

F
7
5
山一
2
E岳
の
費
用
概
念
に
は
量
的
消
費
の
概
念
日
か
濃
厚
に
合
ま
れ
て
ゐ
で

其
の
こ
と
は
最
近
に
於
で
も
な
ほ
費
用
準
者
の
指
摘
を
受
け
て
ゐ
る
。
其
の
限
り
に
於
て
雨
者
の
費
用
概
念
が
封

の
形
式
は
互
に
若
干
の
相
遣
を
示
し
て
ゐ
る
炉
、

立
し
て
ゐ
る
加
〈
で
あ
る
が
、
人
は
山
岳
ヨ
巳
2
E与
が
最
近
に
は
、
自
ら
其
の
費
用
概
念
キ
智
雄
草
し
て
、
憤
値

観
念
に
推
移
せ
る
こ
と
佐
看
過
し
て
は
な
ら
加
。

在
が
執
る
所
の
金
業
費
用
一
般
の
概
念
は
其
の
表
現
の
形
式
を
別
に
し
て
、
右
雨
者
の
概
念
と
殆

E
其
の
質
質

を
同
う
す
る
。
却
ち
、
企
業
の
費
用
と
は
企
業
の
諸
過
程
に
於
て
起
る
所
の
手
段
的
な
る
債
他
喪
失
で
あ
る
。
市

し
て
、
其
の
額
は
常
に
貨
帯
量
を
以
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
企
業
の
費
用
と
は
か
〈
の
如
〈
、
金

操

短

と

生

産

費

第
三
十
六
巻

第

t虎

~. 

F、

-~ 
ノ、
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操

短

と

生

阜

佐

賀

第
三
十
六
巻

第

f食

~. 

ノ、

」ー
ノ、

業
過
程
の
上
に
て
、
手
段
'
と
し
て
喪
失
さ
れ
る
憤
値
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
結
局
、
企
業
に
於
て
他
人
に
寛
却
さ

れ
る
物
財
或
は
無
形
の
用
投
の
償
格
を
通
じ
・
幹
剰
憤
値
を
仲
っ
て
、
回
復
さ
れ
る
こ
と
が
強
め
要
求
さ
れ
て
ゐ

る
も
の
で
め
る
ω
企
業
の
品
質
用
は
上
越
の
如
き
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
責
却
3
れ
る
財
貨
の
鴬
に
喪

は
れ
た
手
段
慣
低
額
と
、
こ
れ
に
基
〈
所
の
常
該
財
貨
の
算
定
責
慣
と
が
強
め
正
確
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
企
業

の
合
理
的
統
制
の
鵡
に
快
〈
べ
か
ら

F
る
保
件
を
成
す
の
で
あ
る
。

か
や
う
に
、
公
業
に
於
て
行
は
れ
る
所
の
、

EEl 
1tJ! 
イJj白
紙
〈り

(:1lil 

鍔[
~(:治

lf1. 
3静

1日¥.
，~. 

(~i~: 
EE 

lW 

u巾
コ
l
u
i

内円

以吋

151 
1~~: 
ti :1 

禁i

星¥，
JlI 

取
阪
は
る
べ
き
債
値
は
所
謂
牧
盆
計
算

F
E
2・E
E
=
=的

に
於
げ
る
失
聾

(ERrrJEι)
と
は
其
の
範
閣
を
等
し

〈
す
る
も
の
で
は
な
い
。
其
の
範
囲
は
互
に
交
錯
す
る
。
失
費
は
車
に
一
期
間
に
於
け
る
債
値
の
喪
失
現
象
を
意

味
す
る
も
の
で
、
共
の
期
間
の
牧
盆
と
劃
照
さ
れ
て
純
牧
盆
算
定
の
基
礎
と
さ
れ
る
。
例
へ
ば
、
本
来
前
年
度
に
於

て
納
付
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
追
徴
課
税
や
諸
財
産
に
劃
す
る
過
剰
消
却
及
び
火
災
英
の
他
の
原
因
に
恭
〈

過
然
的
債
値
喪
失
等
の
如
き
は
肱
盆
計
算
上
の
失
費
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
某
の
期
間
の
原
費
計
算
上
の
固
有
の
豊

用
で
は
な
い
。

ω
n
V
-
E
-
E
g
n
u
は
か
か
る
費
用
に
あ
ら

F
る
失
費
を
中
性
失
費

H42可
由
一
旬
〉
三

5
E
と
帯
し

て
ゐ
る
。

-
K
Z
2
の
所
謂
〉
=
c「
哲
三
回

nun-ハ
g
z
z
も
略
ぽ
葉
の
義
を
一
に
す
る
。
又
、
牧
盆
計
算
に
合
ま
れ

r
d

る
不
足
消
却
額
や
、
従
業
員
の
鴻
の
一
職
批
施
設
と
し
て
の
諸
積
立
金
の
如
き
は
国
有
の
失
費
で
は
な
い
が
、
本

来
費
用
と
し
て
見
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

こ
れ
は
手
段
的
な
る
債
値
喪
失
に
麗
す
る
か
ら
。

既
に
通
べ
た
所
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
〈
、
企
業
の
諸
過
程
に
於
て
、
主
(
の
過
程
の
遂
行
の
矯
に
手
段
左
し
て

Schlnalenbacl】， Grundlagen d町 Selbstkostenrech由記I.IndPreispoliti1¥， 5・Au日.S. 9. 
Leitner， Wirtschaftslehre der lJnternehmung. 19忽品 S. 06---97・schmalenbacb， a. 
a. O. 
1，0rent7.， ". 3. O. S. 52. 
SCbmalenbach， a. a. O. S. 12 
Leitner， a. a. O. S. 13・

J. S. Mill， iLid， p. 451. ロ)
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喪
は
れ
る
債
低
は
、
其
の
喪
失
の
原
因
が
物
理
的
関
係
た
る
と
枇
曾
的
関
係
た
る
と
を
問
は
子
、
更
に
又
其
の
物

理
的
原
因
に
る
財
貨
の
消
滅
が
有
形
の
物
財
に
つ
い
て
起
る
'
と
或
は
無
形
の
勤
持
に
つ
い
て
起
こ

Z
E
を
問
ふ
こ

と
な
〈
、
執
れ
も
夫
1
の
遁
桂
に
於
け
る
費
用
と
成
る
。
故
に
、
給
料
、
勢
賃
等
の
勤
勢
慣
値
ゃ
、
信
用
資
本
の

z
n
r
一
一
山
岳
や
印
n
u
g山
一
応
の
見
解

利
子
等
の
如
き
も
の
を
耽
盆
成
分
と
認
め
て
費
用
概
念
か
ら
除
外
す
る
所
の

は
こ
こ
に
い
ふ
費
用
の
概
念
に
安
営
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

本
文
に
於
て
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
生
産
費
の
本
質
は
以
上
の
説
明
か
ら
直
に
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち

一
一
一
回
に
し
て
い
へ
ば
、

ご
こ
に
所
謂
、
生
産
費
と
は
夫
E

の
工
業
的
企
業
の
生
崖
道
程
に
於
て
、
其
の
生
産
逮
行

の
手
段
と
し
て
喪
は
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
に
生
産
物
の
販
貞
債
格
や
-
以
っ
て
回
復
さ
れ
る
こ
と
が
企
業
原

理
か
ら
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
憤
値
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
意
義
を
有
す
る
生
産
費
は
車
問
量
の
生
産
物
に
つ
い
て
算
定
す
る
こ
と
を
得
ペ
〈
、
又
一
定
期
間

に
於
け
る
全
生
産
物
に
つ
い
て
算
定
す
る
こ
と
ち
出
来
る
。
前
者
は
軍
位
生
産
費
と
い
ひ
、
後
者
は
総
生
産
費
と

呼
ぷ
っ一

般
に
生
産
費
の
何
た
る
か
は
右
に
謹
ペ
た
如
く
で
め
る
が
、
此
の
内
容
を
成
す
所
の
筒
1
の
債
値
喪
失
は
企

業
に
於
げ
る
生
産
の
統
制
或
は
其
の
他
の
目
的
か
ら
、
種
ー
な
る
標
識
に
基
い
て
、
こ
れ
を
分
類
し
て
甑
察
す
る

必
要
が
起
る
の
で
あ
る
。
一一

操

短

と

坐

産

費

第
一
致

ムノ、

第
三
十
宍
巻

ム
ノ、

Nicklisch， Wirtschaftliche RetrielJslehre， 6， ::mf'l S. 18;， S. .221. 
SchmaJtz. Stichwort "Kosten" in I-J:andworterbuch der B. W. 
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操

短

と

生

産

費

第
三
十
六
巻

第

f虎

六
四

六
阿

こ
こ
に
、
操
短
が
生
産
費
の
器
展
に
及
ぼ
す
影
響
ケ
考
察
す
る
に
営
七
り
、
最
初
に
揖
短
の
意
義
子
規
定
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
抑
1
、
操
業
及
び
操
業
度

pun-正
式
5
F
F
2
5
E
m
Eコ
m
d
c与
の
概
念
は
近
年
経
轡
経

掛
畢
上
に
て
多
〈
の
聞
学
者
が
し
ば
し
ば
、
用
ゐ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
一
内
容
は
決
し
て
一
義
的
に
定
ま
っ

て
み
な
い
。
而
し
て
、
其
の
多
義
性
に
つ
い
て
も
詳
細
な
研
究
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
ム
。
在
見
に
よ
打
ば
こ
れ
ら
の

多
義
な
る
内
容
に
つ
い
て
就
れ
が
最
も
袋
営
な
る
か
は
決
し
て
一
般
的
に
論
定
し
得
ら
る
べ
き
も
の
で
ほ
な
く
、

ぐ
れ
は
此
の
概
金
山
旭
川
内
己
れ
る
対
集
た
る
序
任
の
性
質
及
び
此
の
概
念
の
油
問
3
れ
る
目
的
仁
従
つ
て
夫
1
岡県

り
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。

工
業
的
企
業
仁
於
け
る
操
業
及
び
操
業
度
の
内
容
と
し
て
、

印
ち
、

生
産
物
の
数
量
、

生
産
設
備
の
使
用
、
作
業
時
問
、
従
業
員
数
、
支
榔
勢
賃
額
等
l

の
執
れ
を
採
る
べ
き
か
は
夫
1
の
事
情
に
臆
じ

て
定
め
ら
る
べ
き
こ
L
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
文
に
於
け
る
以
下
の
考
察
に
於
て
は
所
謂
、
操
業
短
縮
或
は
械
類
の
意
義
を
衣
の
加
〈
定
め
や
う

と
思
ふ
。
印
ち
、
工
業
的
企
業
に
於
け
る
操
業
と
は
其
の
工
業
的
企
業
に
於
て
何
等
か
の
生
産
物
が
生
産
き
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
今
.
或
る
工
業
的
企
業
が
其
の
基
礎
施
設
即
ち
土
地
、
建
物
及
び
業
の
作
業
設
備
郎
ち
機
具
、
機

械
等
換
言
す
れ
ば
、
虞
〈
固
定
設
備
に
つ
い
て
一
定
の
規
模
の
も
の
を
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
や
う
。
然
る
時

に
は
、
其
の
工
業
的
企
業
が
一
日
.

一
月
、

一
年
等
の
一
定
期
間
に
生
産
す
る
生
産
物
の
敷
量
は
設
備
の
正
常
的

能
力
と
枇
合
的
に
定
ま
っ
て
ゐ
る
正
常
的
な
勢
働
時
間
と
に
制
約
さ
れ
て
、
大
瞳
に
其
の
最
高
限
度
が
営
該
工
業

的
企
業
に
固
有
的
に
定
ま
っ
て
ゐ
る
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
定
の
工
業
的
企
業
に
於
て
右
の
如
き
前
提
か

1) Z. B. Hammer. Zum BegrifJ de， Beschaftigungsgrad田 inZeitschrift fUT B. ¥V. 
1926. S. 769 fi.. Henzel， Dcr Bescho.ftjgungsgrad. in Zeitschrift fur.B.丸N.lgz8
Heft 9・u.Heft 10. S-.:hafl!r， .Beschaftiguog un.:J Hescha.ftigungsmessung. 1931 



ら
成
立
す
る
最
高
生
産
量
が
生
産
さ
れ
得
る
生
産
状
態
を
正
常
操
業
度
と
呼
ぶ
。
故
に
夫
ー
の
工
業
的
企
業
は
こ

れ
に
一
定
の
規
模
の
固
定
設
備
が
輿
へ
ら
れ
で
あ
る
限
ち
其
の
正
常
時
業
度
は
一
定
し
て
ゐ
る
課
で
あ
る
。
疋
常

操
業
度
は
理
論
的
概
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
封
し
て
一
定
の
工
業
的
企
業
が
一
定
期
間
に
得
何
の
生
産
量
を
現
賓

に
生
産
し
て
ゐ
る
か

'e見
る
こ
左
が
出
来
る
。
か
か
る
現
質
的
生
産
量
に
よ
っ
て
一
不
き
れ
る
其
の
期
間
の
現
賓
的

生
産
状
態
4

佐
賀
際
操
業
度
と
稗
へ
る
で
あ
ら
う
、
賓
際
操
業
度
は
正
常
操
業
度
と
は
合
致
せ
司
ざ
る
が
常
で
あ
る
が
、

目
下
の
如
き
恐
慌
時
に
あ
り
で
は
雨
者
の
懸
隔
は
特
に
頴
著
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。

悦
に
湛
ぺ
た
所
か
ら
知
ら
れ
る
如

t
、
本
文
に
於
け
る
操
業
度
の
概
念
は
一
定
期
間
の
生
産
量
を
以
て
其
の
内

容
と
寸
る
の
で
め
る
。
h
f
L
m

冶
開
業
度
の
概
合
ほ
均
一
的
性
質
の
財
貨
の
大
量
生
産
が
行
は
れ
る
場
合
に
就
て
は

研
究
よ
及
び
賞
際
上
最
も
妥
営
な
色
の
で
あ
る
がd
、
統
に
同
一
設
備
を
以
て
揮
ー
な
る
品
質
の
財
貨
一
い
か
生
産
さ
れ

る
場
合
に
は
ま
(
の
適
用
上
に
不
都
合
が
生
や
る
こ
と
を
避
け
が
た
い
4
0

し
か
し
、
本
文
に
於
て
は
推
論
の
便
宜
か

ら
、
此
の
操
業
度
概
念
公
採
用
す
る
。
貫
際
操
業
度
は
組
調
的
に
も
、
或
は
叉
、
相
調
的
に
も
表
は
す
こ
と
が
出

-来る。

一
定
期
間
の
生
産
量
の
絶
調
教
は
絶
調
的
操
業
度
を
一
不
す
の
で
あ
り
、

一
定
期
間
の
賓
際
的
生
産
量
の
其

の
正
常
的
生
産
量
に
劃
す
る
百
分
比
率
或
は
係
数
は
其
の
相
劃
的
操
業
度
を
示
ゎ
。

本
文
に
所
謂
、
操
業
短
縮
或
は
操
短
と
は
一
定
の
工
業
的
企
業
に
於
け
る
賓
際
的
操
業
度
が
計
劃
的
に
正
常
操

業
度
以
下
に
引
下
げ
ら
れ
、

一
定
期
聞
の
買
際
生
産
量
が
其
の
期
間
の
正
常
生
産
量
以
下
に
低
下
せ
し
め
ら
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
依
っ
て
、
何
等
か
遁
然
の
故
障
に
よ
っ
て
、
買
際
生
産
量
一
か
無
計
劃
的
に
正
常
生

操
組
問
一
と
生
産
費

第
三
十
六
巻

六
五

第

盟主

六
五
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操

短

と

生

産

費

第
三
十
六
巻

六
六

六
六

第

f虎

産
量
に
達
せ

5
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
所
謂
操
短
で
は
無
い
。

一ー

以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
、
生
産
費
、
操
業
度
及
び
操
短
等
の
根
本
概
念
が
規
定
さ
れ
亡
。
こ
れ
よ
り
、
操
短
に

仲
ふ
所
の
生
産
品
質
の
殻
展
状
態
を
考
察
し
ゃ
う
。

〕仙川凶-、、

"
h
l
 

一
定
の
工
業
的
企
業
に
於
て
は
其
の
時
1

に
於
け
る
財
産
の
有
機
的
構
成
賊
鵡
に
制
約
き
れ
て
、
車

位
生
産
費
一
か
最
低
額
を
示
す
亡
め
に
一
定
の
生
産
量
宇
佐
生
産
寸
ベ
宇
佐
一
底
抗
議
が
凱
見
合
れ
叱
め
る
山
JY
相
L
w
す

る
。
か
か
る
操
業
度
を
適
正
操
業
度
。
主
ロ
5
一
目
白
色
岳
民
江
mzzmu
恒
三
と
い
ふ
。
適
正
操
業
度
は
必
し
も
、
営
該

企
業
に
最
高
の
肱
盆
力
を
約
束
す
べ
き
操
業
度
で
は
な
い
。

若
し
、
一
定
の
工
業
的
企
業
に
於
げ
る
一
定
期
間
の
生
産
費
の
組
組
が
其
の
期
間
の
生
産
額
の
多
少
に
正
比
例

し
て
増
減
す
る
な
ら
ば
、
問
中
位
生
産
要
は
操
業
服
態
の
如
何
に
依
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
な

t
、
従
っ
て
他
の

影
響
乞
除
去
す
れ
ば
常
4
恒
常
、
不
謹
の
額
に
止
っ
て
居
る
べ
き
筈
で
め
る
。

工
業
的
企
業
に
於
け
る
生
産
費
が
、
操
短
に
伴
っ
て
右
の
如
き
後
展
版
態
少
示
す
な
ら
ば
、

か
か
る
工
業
的
企

業
に
は
前
週
の
如
き
所
請
適
正
操
業
度
之
る
も
の
が
定
め
ら
る
べ
き
根
壌
が
無
い
。
尤
も
、
現
買
に
於
て
は
、
実

の
生
産
費
全
額
が
全
然
、
操
業
度
に
比
例
す
る
が
加
さ
工
業
的
企
業
は
存
在
し
な
い
が
‘
然
も
、
雨
者
一
か
可
成
の

高
い
程
度
に
比
例
開
係
を
維
持
す
る
場
合
も
存
在
せ
ぬ
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
今
若
し
、
或
る
工
業
的
企
業
の
資

本
が
主
と
し
て
自
己
貸
本
に
よ
っ
て
成
立
し
、
而
し
て
其
の
生
産
要
素
の
債
値
構
成
に
於
い
て
、
直
接
持
働
及
び

Nicklisch， a. a. O. S. II7 
Mel1erowicz， a~ a. O. S. 63・
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生
産
材
料
が
茸
の
重
要
部
分
セ
占
め
る
が
如
き
場
合
に
は
、
こ
れ
に
於
け
る
軍
位
生
産
費
は
操
業
度
の
高
低
如
何

に
依
っ
て
著
し
き
盤
動
を
示
き
ぬ
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
、
か
か
る
工
業
的
企
業
に
あ
り
で
は
、
車
位
生
産
物

の
生
産
が
其
の
手
段
と
し
て
惹
起
す
る
所
の
、
叫
労
働
及
び
材
料
の
使
用
に
基
く
債
値
の
喪
失
額
は
操
業
度
の
高
低

と
い
ふ
こ
左
白
植
に
よ
り
で
は
著
し
き
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
大
韓
に
於
い
て
恒
常
的
の
も
の
な
る
ぺ
き
は

現
貫
の
枇
舎
に
於
け
る
直
接
州
労
働
者
の
雇
入
閥
係
の
版
態
及
び
生
産
材
料
と
呼
ば
れ
る
生
産
要
素
使
用
上
の
技
術

的
山
川
態
を
顧
れ
ば
何
人
に
も
容
易
に
首
肯
3
れ
得
る
事
柄
で
あ
Z
故
で
あ
る
。

然
る
に
、
現
に
見
る
却
さ
程
度
に
資
本
主
義
的
生
産
枇
舎
が
俊
展
し
来
れ
る
今
ヨ
に
め
り
で
は
、
前
過
の
如
き

性
質
の
工
業
的
金
業
は
、
資
本
主
義
的
生
謹
枇
合
企
一
慌
の
上
に
で
、
極
め
て
微
弱
な
る
地
位
台
市
め

τ
ゐ
る
に
過

ぎ
な
い
。
吾
l
は
今
日
、
其
の
質
例
'T
ぱ
、
最
格
な
る
意
味
に
於
て
は
寧
ろ
企
業
と
呼
ぶ
を
埴
営
と
せ
ぬ
で
め
ら

う
所
の
手
工
業
的
小
企
業
の
上
に
見
出
す
に
止
ま
る
の
で
あ
か
。
か
く
て
、
今
日
の
資
本
主
義
的
生
産
枇
舎
に
於

て
、
決
定
的
意
義
を
有
す
る
多
く
の
工
業
的
企
業
に
あ
り
で
は
、
共
の
単
位
生
産
費
が
操
業
度
の
擾
動
に
よ
り
て

受
け
る
影
響
は
こ
れ
と
金
〈
臭
っ
た
も
の
に
な
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
本
文
に
於
け
る
考
察
は
主
と
し
て
、
此
の

種
の
工
業
的
企
業
に
関
係
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

回

今
日
の
資
本
主
義
的
生
産
枇
舎
に
於
て
決
定
的
意
義
を
有
す
る
多
〈
の
工
業
的
企
業
に
於
け
る
車
位
生
産
費

は
、
何
故
に
操
業
度
の
高
低
に
よ
っ
て
増
械
の
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
ら
う
か
。
五
日
1
は
此
の
問
題
な
考
察
す
る

操

短

と

生

産

費

第
三
十
六
巻

第

t虎

六
七

六
七
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操

短

と

立

産

曲

賞

第
三
十
六
巻

p、
j¥、

第

gt't 

六
八

鴻
に
、
先
づ
、
こ
れ
に
於
け
る
生
産
の
物
的
設
備
と
生
産
管
理
の
扶
態
、
な
ら
び
に
其
の
資
金
調
達
の
賦
躍
を
顧

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
工
業
的
企
業
に
於
け
る
生
産
費
後
生
の
諸
原
因
中
に
て
、
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
諸

事
情
が
間
半
位
生
産
費
が
操
業
度
の
影
響
を
著
し
く
受
け
る
企
業
と
、
然
ら
ず
る
金
業
と
の
聞
に
於
て
格
段
の
相
違

を
示
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
J

先
づ
、
今
日
の
工
業
的
企
業
に
於
け
る
生
産
上
の
物
的
設
備
の
特
性
を
顧
み
や
う
。
慨
に
、
十
七
世
紀
mw
後
竿

川
仏
持
、
む
7
J
r
h
昨
I

明
支
六
氏
軍
事

zprハ
ノ
寸
言
こ
人
民

?ffpη
思
η'
昨
則
一
-
川

T
x，P
S
I
-
L
、

j
ノ

ノ

」

7
1
7
5
1
jヲ
L
J
I
f
-
-
A
q
i
l
i
l
-
-
J↓
j
r
-
L
E
Y
-
-
t
t
c
-
H
V

)1M4 

1底

的
作

iE 

が
次
第
に
大
規
税
集
約
的
作
業
場
へ
と
目
覚
ま
し
き
推
移
の
歩
み
を
起
こ
し
来
れ
る
こ
と
は
人
の
知
る
如
く
で
あ

る
。
而
し
て
、

か
か
る
推
移
の
原
動
力
は
い
ふ
ま
で
も
な
〈
、
後
者
の
作
業
組
織
が
前
者
の
作
業
組
織
に
比
較
し

て
一
層
よ
〈
資
本
家
的
肱
盆
の
目
的
に
適
合
す
る
黙
に
存
す
る
の
で
め
る
か
ら
、
此
の
推
移
の
勢
は
最
初
か
ら
資

本
家
的
一
枇
曾
に
於
て
止
ま
る
所
な

t
、
進
展
の
一
路
を
た
ど
る
べ
き
必
然
的
運
命
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

大
規
模
、
集
約
的
作
業
場
と
小
規
模
、
手
工
的
作
業
場
と
の
間
の
相
違
に
は
種
ー
な
る
も
の
が
教
へ
ら
れ
る
が
、

先
づ
五
ロ
ー
は
英
の
上
に
於
け
る
物
的
設
備

ω相
違
に
著
眼
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
剖
ち
、
小
規
模
、
手
工
的
作
業
場
に

於
け
る
作
業
過
程
の
決
定
的
要
素
は
人
間
の
叫
労
働
な
る
こ
と
い
ふ
去
で
も
な
い
っ
然
る
に
‘
作
業
場
一
か
小
規
模
、

手
工
的
組
織
よ
り
次
第
に
大
規
模
、

手
工
的
組
織
(
冨
E
z
p
r
Z
『
)
に
推
移
す
る
に
従
っ
て
、

作
業
過
程
じ
於
け

る
決
定
的
要
素
は
人
間
の
拙
労
働
よ
り
次
第
に
、

物
的
設
備
の
上
に
移
動
し
、

還
に
所
謂
大
規
模
、

機
械
的
組
織

(旬
m
w
σ
2
r
)

と
な
り
て
は
、
人
聞
の
直
接
勢
働
は
作
業
過
程
の
上
に
て
、

辛
ふ
じ
て
、

附
随
的
、

補
助
的
意
義
を

目。mbn.rt.'Moderne Knpitalis回国， 1J. 2， S. 894-900 



保
ち
件
る
に
過
ぎ
な
い
様
に
な
っ
た
。
こ
れ
、
買
に
大
規
模
‘
機
械
的
作
業
組
織
の
本
質
的
標
識
を
な
す
も
の
で

J

の
る
。か

か
る
生
産
要
素
上
の
鐘
化
を
伴
ふ
大
規
模
、
作
業
組
織
は
十
七
世
紀
よ
り
十
八
世
紀
に
入
ち
て
、
更
ら
に
其

の
後
展
の
蓮
度
を
進
め
十
九
世
粍
の
中
葉
に
は
既
に
、
人
の
知
る
如
く
、
此
の
大
規
模
作
業
組
織
を
本
質
的
内
容

に
合
hv
所
の
、
資
本
主
義
的
生
産
一
枇
曾
の
最
高
段
階
期
が
展
開
し
始
め
た
の
で
め
る
o

七
と
へ
ば
作
業
過
税
上
の

物
的
設
備
の
一
一
極
た
る
機
械
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
十
九
世
紀
の
中
葉
に
於
て
、
人
間
の
直
接
勢
働
と
機
械
と
の
間

に
如
何
に
急
激
に
、
作
業
要
素
と
し
て
の
地
位
の
特
換
が
行
は
れ
て
ゐ
に
か
は
、

マ
山
Y

グ
ス
が
一
八
五
六
年
よ
り

一
八
六
二
年
の
聞
の
イ
ギ
リ
ノ
ス
の
貫
情
密
工
場
肱
督
官
の
報
告
に
様
つ

τ物
語
っ
て
ゐ
る
の
に
よ
っ

C
4り
知
る
乙

j

川
出
来
る
υ

u
h
n
M
i
L
.
U
吋

J
r
b
唱
吋
九
H
v
h
j
l
μ
:
一
一
日
ヲ

1
)
p
h
q
Hい
し
ん
リ
ノ
ノ

t

h

:

B

}

b

-

L

U

U

』

1
五
七
~
い
刊

訂
〈
L

F

(

江

北

十

]
A
W
人分課
i
五一
t

7

h

付
非
坊
C
』
ノ
タ
一
色
升
貯
と
九
日
r

トヨ
I
Z
コ
訪
走
中
新
一
F

部
の
物
的
特
徴
は
作
業
機
と
動
力
機
械
、
及
び
運
轍
機
械
の
有
機
的
結
合
で
あ
る
。

か
く
の
加
き
物
的
生
産
要
素

の
有
機
的
結
合
は
印
ち
作
業
場
の
自
働
的
活
動
性
を
背
ら
す
。
こ
こ
に
成
立
せ
る
蒐
大
な
る
「
自
働
組
織
』
こ
そ
所

謂
工
場
組
織
(
可
与
号
小
宮
古
出
)
の
本
質
的
特
徴
で
め
る
。
作
業
場
の
自
働
組
織
化
と
は
、

い
ふ
ま
で
も
な
く
、

従
来
人
間
の
直
接
勢
働
に
依
っ
て
成
さ
れ
た
仕
事
が
今
や
、
機
械
組
織
と
呼
ば
れ
る
物
的
設
備
に
よ
っ
て
成
さ
れ

人
聞
は
芸
の
組
織
の
内
部
に
於
い
て
単
に
軽
微
な
る
従
属
的
、
補
助
的
役
目
に
営
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
に
至
る
こ
と

を
い
ふ
。

工
業
的
企
業
の
作
業
場
に
於
け
る
、

hr
〈
の
加
き
物
的
生
産
要
素
の
人
間
的
生
産
要
素
に
劃
す
る
優
越
化
は
貫

操

短

と

生

産

費

第
三
十
六
巻

九

第

t虎

六
九
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操

短

と

生

産

費

第一一一十六倉

第
一
就

4二
O 

七
O 

に
所
謂
、
高
度
資
本
主
義
枇
舎
に
於
け
る
中
心
的
現
象
を
成
す
も
の
で
あ
ろ
仏
、
此
の
現
象
は
欧
洲
戦
後
約
十
年

聞
に
於
て
賞
に
世
界
の
凡
有
る
産
業
諸
闘
の
工
業
上
に
最
高
の
後
展
賊
態
を
展
開
し
た
。
此
の
十
年
間
の
工
業
的

作
業
場
内
に
於
け
る
物
的
設
備
の
極
端
な
る
優
越
化
は
勿
論
、
世
界
的
と
な
れ
る
資
本
家
的
生
産
関
係
の
内
部
的

必
然
に
悶
る
の
で
あ
る
が
、
所
謂
、
合
理
化
の
運
動
が
外
面
的
に
こ
れ
を
促
進
、
助
成
す
る
に
輿
っ
て
力
あ
り
し

や
明
で
あ
る
。

自
制
糊
机
下

-MCvzzru〉

ω肱
川
川
T
Y

い
流
湖
作
物
ポ
丸
一
見
出
、
川
円
F

川
口
門
…
川
り
つ
に
ふ
J
q
d
d
d
)

の
宵
摘
と
は
所
謂
、

の
合
理
化
の
最
高
標
識
に
属
す
る
折
、

生
産
摘
川
崎

こ
れ
に
加
へ
て
、
機
械
改
良
の
購
費
と
競
争
の
激
化
と
に
刺
戟
せ
ら
れ
て

一
人
の
勢
働
者
が
仕
へ
る
機
械
の
敷
の
増
加
が
此
の
期
間
に
愈
1
其
の
傾
向
ぞ
頴
著
に
し
た
。

か
〈
て
作
業
過
程

に
起
れ
る
、
物
的
要
素
の
技
術
的
地
位
の
向
上
は
、
土
地
、
建
物
の
規
模
の
慌
大
及
び
作
業
組
織
の
縦
断
的
結
合

の
準
展
傾
向
Y
相
侯
ち
、
現
今
の
主
要
な
る
工
業
的
企
業
に
於
け
る
物
的
設
備
を
し
て
其
の
資
本
の
財
産
形
態
上

に
決
定
的
地
位
ぞ
占
有
せ
し
め
る
に
至
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
賞
説
的
根
擦
を
皐
示
寸
る
主
で

も
な

t
、
何
人
も
容
易
に
認
め
う
る
所
で
あ
ら
う
。

-
次
に
、
吾
ー
は
現
今
の
工
業
的
企
業
に
於
け
る
生
産
管
理
の
航
態
に
闘
す
る
特
徴
を
一
瞥
し
ゃ
う

こ
こ
に
い

ふ
生
産
管
理
の
状
態
の
上
に
於
け
る
特
徴
は
原
理
的
に
は
主
と
し
て
、
前
週
の
、
財
産
構
成
上
の
物
的
設
備
の
優

越
化
の
重
慶
に
基
い
て
現
は
れ
に
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
却
も
其
の
特
徴
は
一
方
に
於
て
は
、
企
業
に
於
け
る
最

高
統
制
及
び
計
算
の
過
程
の
国
定
的
制
度
化
、
物
化
(
〈
内
『
山
町
一
印
円
一
∞

=AF--】
与
〈
2
1
z
n
z
z
n
z
z
ロ
セ
ア
あ
り
、
他
方
に

日omhart.a. O. S. 947 
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於
て
は
、
企
業
の
内
部
に
於
け
る
工
業
研
究
施
設
と
所
謂

7
1
-プ
リ
ズ
ム
の
竣
蓮
に
基
づ
く
所
の
間
接
勢
働
過
程

の
情
大
化
で
あ
る
。
生
産
管
理
の
服
態
に
於
け
る
、
こ
れ
ら
ニ
つ
の
特
徴
が
い
づ
れ
も
、
工
業
的
企
業
の
内
部
に

於
て
、
直
接
勢
働
者
に
あ
ら
ぎ
る
高
萩
人
的
要
素
の
使
用
範
閣
を
如
何
に
崎
大
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
か
は
殊
更
に

論
争
る
ま
で
色
な
い
。

最
後
に
、
最
近
の
工
業
的
企
業
に
於
け
る
資
金
調
達
賦
態
の
特
徴
に
つ
い
て
、

最
も
顕
著
な
る
特
徴
は
一
般
に
、
所
調
自
己
資
本
に
費
し
て
、
外
来
却
ち
信
用
資
本
が
葉
の
貴
金
調
達
上
に
盆
1

一
言
し
ゃ
う
。
と
れ
に
於
け
る

重
要
の
地
位
を
占
め
て
来
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
J

其
の
原
因
に
関
す
る
考
察
は
こ
こ
に
省
略
す
る
。
た
だ
、
我
が

園
、
現
今
の
工
業
的
諸
企
業
に
於
て
代
表
的
地
位
を
占
め
る
株
式
曾
一
世
形
態
の
企
業
に
於
け
る
事
質
的
代
態
全
調

記
し
て
其
の
大
勢
。
e窺
ふ
に
止
め
て
お
き
た
い
。

重
要
工
業
曾
枇
に
於
け
る
株
主
費
本
に
封
す
る

枇
債
及
び
借
入
金
の
宰
%

28，7 

32.5 下回
年

36，5 

日7.4 下一
年

39，0 

40，8 下年 l

42，6 

下ii45，1 

46，5 

48，0 下年

49，2 

50，2 下年

51.2 上年ハ

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
現
今
の
主
要
な
る
工

業
的
企
業
が
、
純
然
た
る
手
工
業
的
企
業
に
比
較

し
て
、
其
の
生
産
の
物
的
設
備
の
上
に
、
生
誕
照
管

理
の
航
態
の
上
に
賛
金
調
達
の
賦
態
の
上
に
頴
著

な
る
特
色
を
有
す
る
こ
と
が
明
に
な
っ
た
。
而
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
工
業
的
企
業
に
於
て
、
直
接
作
業
勢
働

操

短

と

生

産

費

第
三
十
六
巻

第

披

じ

-(:; 
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第
二
一
十
六
拳

一じ

第

乱t

操

短

と

生

産

費

及
び
材
料
の
消
費
と
共
に
、
生
産
過
程
に
於
け
る
手
段
的
債
値
の
喪
失
卸
ち
生
産
費
後
生
の
原
因
を
成
す
の
で
め

ーヒ

る。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
よ
っ
て
惹
起
3
れ
る
生
産
費
と
直
接
航
労
働
及
び
材
料
の
消
費
に
よ
っ
て
起
る
生
産

費
と
で
は
、

一
定
期
間
の
生
産
総
量
或
は
叉
、
山
車
位
生
産
量
に
到
す
る
額
と
操
業
度
と
の
関
係
の
上
に
著
し
き
相

0) 

]11i' 
Jtl 
4277 
外:

IFI 
カ4
1町、

も
!ii~ 
11!r 

棋
業
度
に
伴
ふ
品
質
用
額
袋
展
叫
川
蹟
の
相
違
が
起
こ
る
。
勿
論
、

-
u
l
U
4
1
川
特
務
γ

ル
井
躍
を
ガ
ιXJit--uγ
ト
'
し
ら
(
力

;iL 

違
含
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
〉
帥
ち
、

大
鰐!l

て
‘
雨
者
の
聞
に
一
定
の
関
係
あ
る
こ
と
を
否
定
し
得
な
い
。
そ
れ
は
、
直
接
勢
働
費
及
び
材
料
費
が
一
定
の
工

業
的
企
業
に
於
て
、

一
定
期
間
に
於
け
る
生
産
総
量
の
多
少
即
ち
操
業
度
の
高
低
に
従
っ
て
、
韓
関
的
に
は
.
比

例
的
に
増
減
す
る
に
反
し
て
、
物
的
設
備
費
、
管
理
勢
働
費
、
信
用
資
本
費
は
一
般
に
は
、
操
業
度
の
高
低
自
瞳

に
依
つ
て
は
、
直
接
に
影
響
を
受
け

Y
る
稜
展
版
態
を
示
す
傾
向
あ
り
土
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

第
一
に
、
生
産
上
の
物
的
設
備
は
、
そ
れ
が
生
産
手
段
と
し
て
企
業
財
産
の
中
に
維
持
さ
れ
て
ゐ
る
限
h
、
使

用
に
基
〈
素
材
的
消
耗
に
因
り
、
更
ら
に
又
、

一
般
的
景
気
悪
化
、
技
術
的
進
歩
、
経
梼
開
係
の
特
殊
的
礎
動
等

の
諸
原
闘
に
よ
り
て
其
の
憤
値
を
減
少
し
て
生
産
費
後
生
の
原
因
守
成
す
。
而
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
因
に
基
〈
慣

値
低
下
は
正
常
操
業
度
以
下
の
場
合
に
は
、
操
業
度
の
高
低
に
関
係
な
〈
期
間
的
に
一
定
の
宰
を
以
て
起
ろ
と
認

め
、
従
っ
て
、
こ
れ
に
費
し
て
一
定
期
間
の
原
信
償
却
高
を
捧
業
度
に
闘
係
な
く
定
め
て
お
く
こ
と
が
企
業
原
則

に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
凶
其
の
他
.
物
的
設
備
に
要
す
る
保
附
費
も
、
こ
こ
に
併
せ
考
ふ
る
必
要
が
あ
る
。

• 
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第
二
に
、
生
産
管
理
組
織
の
高
級
化
、
固
定
化
は
必
然
的
に
、
所
謂
重
役
、
白
襟
階
級
使
用
人
、
職
長
等
の
間

接
持
務
者
を
多
数
に
従
業
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
勢
務
者
は
業
の
一
辰
傭
闘
係
が
比
較
的
回
定
的
に
し

て
其
の
崎
労
働
報
酬
も
直
接
崎
労
働
者
よ
り
多
額
な
る
を
常
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
企
業
が
、
大
韓
に
は
、
共
の

操
業
度
に
関
係
な
く
し
て
起
る
所
の
多
額
の
、
不
盤
的
間
接
勢
一
働
費
を
負
槽
せ
し
め
ら
れ
る
傾
向
の
顕
著
な
る
は

勿
論
で
あ
る
。

第
三
に
、
世
債
、
其
の
他
の
借
入
金
卸
ち
外
来
、
信
用
資
金
の
増
加
が
揖
業
度
の
高
低
に
閥
係
な
〈
し
て
起
る

利
子
費
の
重
一
勝
を
企
業
に
加
へ
る
こ
と
は
殊
更
に
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
ら
の
不
接
的
援
展
状
態
?
示
す
傾
向
を
有
す
る
諸
皆
目
ド
、
生
療
費
の
内
容
に
於

E
A命
E
宮
市
貨
な
る
張
素

'
と
威
り
う
勺
去
る
こ
と
か
、
近
代
の
主
要
な
忍
工
業
的
企
業
の
特
徴
な
る
事
情
は
、
慨
に
湛
ぺ
だ
所
か
ら
明
瞭
で

あ
る
つ

五

以
上
に
説
明
せ
る
所
か
ら
推
知
し
得
ら
れ
る
知
〈
近
代
の
主
要
な
る
工
業
的
企
業
に
於
け
る
一
定
期
間
の
生
産

費
総
額
が
、
操
業
度
の
擾
動
に
件
れ
て
示
す
所
の
設
展
航
態
に
つ
い
て
は
、
生
産
諸
国
チ
の
調
和
的
結
合
開
係
が

維
持
さ
れ
て
ゐ
て
、

い
づ
れ
の
要
素
の
遁
度
使
用
も
起
ら
ぬ
な
ら
ば
、
突
の
如
〈
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。
却
も
、

ぞ
れ
は
操
業
度
に
封
し
て
比
例
的
援
展
傾
向
併
有
す
る
費
用
要
素
と
不
盤
的
脅
展
傾
向
を
示
す
費
用
要
素
と
の
綜

合
作
用
の
結
果
と
し
て
現
は
れ
る
。
今
、
纏
生
産
費
s
e
k
、
比
例
豊
の
軍
位
営
額
を

P
、
操
業
度
伝
文
、
不
麗
費

操

短

と

生

産

費

第
二
-
十
六
巻

第
一
披

じ

f二
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操

短

と

生

産

費

第
三
十
六
巻

第

甥t

七
四

七
回

総
額
を
F
と
す
れ
ば
、
各
操
業
度
に
つ
い
て
、
同

H
勺

-H+
司
の
方
程
式
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
c

か
〈
て
、
此
の
種
の
工
業
的
企
業
に
於
け
る
一
定
期
間
の
生
産
費
総
額
は
典
塑
的
に
は
、
営
誤
期
間
の
険
業
度

の
上
昇
左
共
に
増
大
す
る
が
、
而
も
葉
の
増
大
の
度
合
は
操
業
度
増
進
の
度
合
よ
ち
も
小
な
り
と
い
へ
る
υ

而
し

H

ハ

司

町

て
、
こ
れ
を
単
位
生
産
費
]
内
に
つ
い
て
見
れ
ば

-
1
l
i
H
H
u
十

l
ー
の
方
程
式
が
立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

M

M

 

ば
、
諮
生
産
要
素
の
過
度
的
使
用
に
よ
っ
て
、
過
剰
消
耗
を
起
す
い
か
如
き
こ
と
な
き
範
閣
の
最
高
山
開
業
度
に
於

τ

担
立
主
提
出
民
主
丹
、
同
ト
鼠
-
』
主
す
る
一
グ
ロ
』
h
J
3
0

1

4

1

J

i

l

l

J
ノ

3
1
1
i
(
予

〈

円

1
t

，b

司
死
者
口
照
程
変
主
古
川
、
弘
、
川
J

「
い
陀
向
一
ト
い
恥
k
d
甲
府
J

ノ

C
U

z
-
-
r
lー
ト

'
h
f
j
j
l
i

〈

ユ

，

f
ノ

I
:
l川
町

l
w

】:〕
J
f
A
U
 

一
定
の
生
産
総
量
に
於
て
定
ま
る
の
で
め
る
が
、
こ
れ
が
、
初
に
蓮

ぺ
た
正
常
操
業
度
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
、
常
該
金
業
の
各
生
産
要
素
は
栂
で
、
夫
ー
の
生
産
能
力
争

E
し
〈
調

和
的
に
後
揮
す
る
様
に
組
合
は

3
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
前
提
せ
る
は
勿
論
で
あ
る
。

資
本
及
び
財
産
構
成
が
奥
へ
ら
れ
る
限
り
、

か
〈
て
.
操
業
度
が
右
の
正
常
操
業
度
以
上
に
昇
れ
ば
必
然
的
に
生
産
諸
要
素
の
過
度
使
用
が
起
っ
て
車
位
生

産
費
は
増
加
の
方
向
に
向
ふ
け
れ
ど
も
、
反
割
に
そ
れ
が
正
常
操
業
度
以
下
に
低
下
し
て
も
、
亦
衣
第
に
車
位
生

産
費
の
増
進
的
援
展
が
起
る
べ
き
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
即
ち
、
正
常
操
業
度
に
於
い
て
、
最
小
車
位
生
産

費
が
現
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
操
業
度
を
又
、
適
正
操
業
度
ム
」
い
ふ
。
こ
こ
に
、
最
も
注
意
を
要
す
る
こ
左

は
、
操
業
度
が
何
等
か
の
理
由
に
よ
っ
て
低
下
せ
し
め
ら
れ
る
場
合
に
、
操
短
率
の
増
進
に
伴
っ
て
起
る
所
の
軍

位
生
産
費
増
加
の
賊
態
が
如
何
な
る
角
度
伝
示
す
や
の
問
題
で
あ
る
。
此
の
増
加
は
決
し
て
、
均
一
移
動
差
額
を

以
て
漸
次
に
附
加
さ
れ
て
祈
〈
の
で
は
な
い
。
適
正
操
業
度
以
下
に
向
ひ
、
操
業
度
が
逓
減
す
る
過
程
に
於
て
箪
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位
生
産
費
の
増
加
す
る
宰
は
適
正
叫
却
を
基
準
と
し
て
、
か
な
り
に
遠
き
撮
短
賠
に
達
す
る
迄
は
頴
若
に
膨
脹
す
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
程
度
を
越
し
て
な
ほ
操
短
牽
が
増
進
す
れ
ば
、
こ
れ
に
伴
っ
て
不
謹
百
貨
負
携
の

増
加
す
る
割
合
が
極
め
て
大
幅
に
現
は
れ
来
て
、
車
位
生
産
費
の
膨
脹
が
甚
だ
頴
著
に
な
る
つ
こ
れ
が
近
代
の
主

論要

Id守
主主
葉差
度!:ミ
， - Jr.. 

浜葬
けい。守
る「
紙l¥

量豊
費星
の守

護署
1二五
町二 短
l' 品の

蓑緊
縮空

習さ
Pモ
.，. 耳之

看;li主
全3
コ二 愛

会塁
る 44;

程習
時特
短性
にで
依あ
つる
て。

現勿

は
れ
る
車
位
生
産
費
の
膨
一
服
に
於
け
る
不
護
費
負
携
の
重
匪
は
迅
蓮
に
作
用
す
る
が
、
出
向
正
問
T
・c
m
r

一
般
的
に
見
て
、
正
常
操
業
度
を
基
準
と
し
て
三
割
乃
至
は
五
割
の
程
度
の
操
短
拙
か
ら
、
前
逃
の
如
き
特
に
強
烈

な
る
重
版
作
用
が
現
は
れ
る
こ

E
に
な
る
。
山
山
町
短
の
影
響
を
受
け
て
起
る
単
位
生
産
費
の
毅
展
状
鵡
に
闘
す
ろ
以

に
よ
れ
ば
、

掛
短
と
主
に
起
る
こ
ど
あ
る
べ
き
勢
賞
、
利
子
、
刺
刺
伯
新
型
の
仰
の
朝
刊
十
九
本
7
q
刷
E

判断的

影
響
を
除
外
し
て
ゐ
る
c

故
に
、
現
賞
の
企
業
に
於
て
操
短
の
行
は
れ
る
場
合
に
、
関
十
位
生
産
費
の
官
際
的
後
展

上
の
立
一
一
首
に
は
、

航
態
が
前
週
の
立
言
と
一
致
せ
ぬ
こ
と
の
ゐ
り
得
る
は
固
よ
り
言
ふ
ま
で
も
無
い
っ

-‘-
J'、

今
、
景
気
の
顔
勢
が
現
は
れ
て
需
要
力
の
萎
縮
が
起
り
、
工
業
界
に
一
般
的
過
剰
生
産
己

Z
3
L
E
z
r
z
=
)の
現

象
が
生
じ
た
場
合
に
、

一
定
の
工
業
部
門
の
主
要
な
る
近
代
的
諸
金
業
が
此
の
窮
境
脱
出
の
震
に
相
結
ん
で
、
濁

占
組
織
を
形
成
し
、
組
織
の
力
に
依
っ
て
操
短
を
賀
行
し
、
市
場
在
荷
を
減
少
し
て
従
前
債
格
の
維
持
を
計
る
な

ら
ば
、
他
の
事
情
に
し
て
等
し
き
限
り
、
其
の
企
業
の
軍
位
生
産
費
は
操
短
白
瞳
の
影
響
の
潟
に
前
通
の
如
き
愛

操

短

と

生

産

費

第

披

じ
-1i.... 

第
三
十
六
巻

七
力ー
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操

短

と

生

産

投

第
一
-
十
六
巻

七
ノ、

第

~5)}C 

七
六

展
航
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

故
に
、
車
に
、
下
落
の
傾
向
に
向
ひ
始
め
た
従
前
の
市
場
債
格
が
維
持
さ
れ
た
ピ
け

rr
は
、
其
の
利
益
は
車
位

生
産
品
質
の
膨
-
肱
に
よ
っ
て
相
殺
ぎ
れ
て
、
何
等
の
積
極
的
利
益
も
現
は
れ
す
、
こ
れ
に
依
h
ノ
て
、
企
業
の
肱
盆
力
が

積
極
的
に
改
善
さ
れ
る
に
至
る
事
な
か
る
べ
き
は
見
易
き
理
で
あ
る

同
よ
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
最
初
に
通
ぺ

に
所
の
、
不
何
時
に
起
り
口
抑
凡
さ
近
代
的
諸
公
業

ω一
破
壊
的
競
争
朕
盤
は
見
れ
特
る
で
あ
「
円
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は

と
明
か
で
あ
る
。

:
し
:
)
一
主
怜
…
也
、
)
L
h
汗
宅
ら
リ
戸
川
に
ほ
山
、
主
主
司
J
h
u
p
h
u
:
戸
川

1
J
1
1
3
〉
ヘ

JJ
ロ
11r
、
9

ご
t
l
l
p
-
1
f川
口
h
A
f
J
j川

Y
内
げ

H
4
J
ι
ρ
h
N刊
9

れい

l
u
r
uノ
j
j
L
J
L
(一
1
f
l
h
ご

猫
占
組
織
結
成
者
の
本
来
の
希
望
が
、
又
こ
こ
に
止
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

間
寸
な
る
村
劇
的
利
鈍
で
め
ぺ
v
!
u

そ
こ
で
、
猫
占
企
業
群
は
、
更
ら
に
一
層
操
短
率
を
高
め
、
以
て
愈
E
市
場
提
供
を
滅
少
せ
し
め
て
、
従
前
の

債
梧
以
上
に
市
債
を
騰
貴
せ
し
め
、
其
の
騰
貴
せ
る
市
慣
が
操
短
に
よ
り
膨
脹
せ
る
車
杭
生
産
費
を
償
ふ
て
利
潤

を
粛
ら
し
、
蓬
に
最
大
可
能
の
全
般
盆
を
泉
げ
得
る
に
至
る
迄
桜
飯
守
強
化
せ
ん
こ
と
を
企
つ
る
に
至
る
で
あ
ら

ぅ
。
抑
色
、
濁
占
企
業
群
は
一
般
に
市
場
に
於
け
る
会
購
買
力
主
営
該
調
占
組
織
の
提
此
い
す
る
財
貨
に
針
す
る
市

場
欲
望
の
緊
迅
度
の
段
階
と
に
従
ふ
程
度
に
於
て
、
市
場
の
金
物
慣
闘
係
争
}
左
右
し
得
る
力
を
有
し
て
ゐ
る
か
ら

彼
等
は
右
の
制
約
の
許
す
範
閣
に
於
て
、
可
成
の
程
度
に
迄
随
意
に
前
遁
の
如
き
企
て
の
目
的
を
賞
現
し
得
る
で

ゐ
ら
う
こ
と
が
理
論
的
に
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
濁
占
組
織
左
雄
も
、
無
制
限
に
債
格
の
吊
土
砂
)
行
ひ
特
る

も
の
で
は
無
い
。
濁
占
が
市
場
の
物
憤
楓
係
を
支
配
し
得
る
に
つ
い
て
は
、
右
の
如
き
一
定
の
制
約
が
あ
っ
て
、

市
債
の
吊
上
が
或
程
度
に
以
上
に
達
す
れ
ば
、

こ
れ
に
到
し
て
種
ー
な
る
障
害
が
現
は
れ
て
、

必
然
的
に
其
の
吊

Mnrschall， ibid， pp. 477-478 
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よ
策
を
妨
げ
る
作
用
を
な
す
o

端
占
の
市
債
吊
上
策
に
謝
し
て
、
現
は
る
べ
き
障
害
的
事
情
の
主
な
る
も
の
は
衣

の
如
〈
で
あ
る
。

↓
市
場
に
於
け
る
す
べ
で
の
財
貨
の
金
需
要
力
に
劃
す
る
獲
得
競
争
、
コ
類
似
の
欲
望
満
足
力
を
持
一
つ
代
用
品

の
側
よ
り
起
る
競
争
、
三
同
一
の
産
業
部
門
に
於
け
る
一
切
の
生
庵
刀
を
猫
占
組
織
に
結
合
せ
し
め
る
こ
と
の
困

難
に
基
い
て
起
る
濁
占
外
同
業
者
の
競
争
力
の
増
大
、
四
濁
占
者
自
暗
に
於
け
る
生
産
設
備
増
設
句
濁
占
組
織
の

内
部
に
於
け
る
責
崩
し
。

摘
占
組
織
が
γ

小
川
の
深
刻
化
に
件
っ
て
、
操
短
傘
を
三
剖
乃
宝
は
五
一
割
以
上
に
も
引
上
た
場
合
一
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
同
単
位
生
-
成
設
の
膨
脹
が
極
め
て
出
掛
若
に
現
は
る
べ
き
こ
と
は
前
謹
せ
る
所
で
み
る
。
従
っ
て
、
か
か
る
場
合
に
於

ー

:
L
i
i凶
:
t
》

t

J

"
旭

町

h
L
1
3
P

・E
・-
3
1
l
t
r
h畑、
I
f
-
-
:〉
IHよ
h
r
L
J
L
f
l
)
1
1
1
1
"
t
l
I

-
踏
む
AJ
成
川
J

r

ヴ一作
J

吋I
l
v
u
i
平
和

f
r
d
t
~刀
J
J川

h
f
nり
」
川
作
じ

J'」
げ
が
才
肝
心

U
H
7
f
一七ν
刊
μ
U
I
叩

i
，

f吋
月
七
い
い

き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
で
め
る
が
、

か
か
る
市
債
の
吊
上
が
企
て
ら
れ
る
場
合
に
は
又
前
通
の
如

き
諸
障
碍
が
生
。
易
き
こ
と
も
推
知
さ
れ
る
。

故
に
、
或
る
荏
度
以
上
に
操
短
率
が
進
め
ば
、
こ
れ
に
閃
る
箪
位
生

産
品
質
の
膨
脹
を
償
ひ
得
る
が
如
き
市
債
の
吊
上
を
貰
現
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

高
度
の
操
短
に
依
っ
て
著
し
〈
膨
脹
せ
る
生
産
費
を
慣
ひ
、

な
ほ
業
の
上
に
も
利
潤
を
生
む
が
如
き
程
度
に
市

債
の
目
上
を
強
化
す
る
こ
と
に
到
す
る
障
碍
は
、
軍
に
右
の
経
済
理
論
的
諸
原
因
か
ら
起
る
所
の
鰹
梼
的
競
宰
力

の
み
で
は
な
い
。
国
家
の
経
済
政
策
及
び
一
般
輿
論
の
力
が
、
又
こ
れ
に
劃
し
て
別
に
、

掛
〈
積
極
的
隣
追
を
加

へ
る
に
至
る
は
疑
無
い
3

七
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操
短
と
生
産
自
且

第
三
十
六
巻

ーヒ
A 

第

自k

ーヒ
ん

深
刻
化
せ
る
恐
慌
の
中
に
立
て
る
近
代
的
工
業
組
織
が
慣
行
す
る
操
短
方
策
は
、
其
の
桔
果
或
る
程
度
に
市
債

を
吊
り
上
げ
特
る
が
、
単
に
こ
れ
だ
け
で
は
企
業
の
収
益
航
態
を
積
極
的
に
改
善
し
得
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
以

上
の
論
究
に
て
明
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
必
然
的
に
、
他
の
方
法
が
併
せ
覚
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
、
操
短

に
由
る
使
用
の
減
少
其
の
他
の
原
岡
に
基
〈
需
要
の
不
振
な
る
潟
に
材
料
の
債
格
が
下
落
し
、
材
料
費
が
節
約
さ

れ
る
。
克
ら
に
、
比
較
的
抵
抗
力
の
薄
弱
石
毛
直
接
勢
働
者
に
到
し
て
得
賞
、
主
(
の
仙
川
の
給
輿
の
削
減
が
行
は
れ

?
と
川
川
崎
に
、
時
一
況
に
法
行
い
こ
待
働
力
利
用
上
の
合
理
化
一
小
煩
化
主
h
H
τ

、
特
働
者
使
用
人
数
の
相
到
明
滅
φ

が
企
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
比
例
喪
と
し
て
の
材
料
費
及
び
直
接
勢
働
費
の
超
比
例
的
節
約
に
し
て
、

結
局
、
操
短
に
よ
っ
て
本
来
現
は
る
べ
き
生
産
費
の
膨
脹
的
援
展
カ
を
弱
め
る
作
用
ぞ
な
す
。

し
か
し
、
近
代
の
工
業
的
企
業
に
於
げ
る
、
操
短
の
際
に
は
前
通
の
如
く
、
か
か
る
比
例
費
の
節
約
が
未

r生

産
品
質
の
構
成
上
に
決
定
的
意
義
佐
有
す
る
'
も
の
で
は
な
い
。
進
ん
で
、
一
層
章
一
安
な
る
方
面
に
注
意
が
向
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
ら
玄
る
を
特
ぬ
。
日
〈
、
高
級
の
問
時
制
労
働
者
の
俸
給
引
下
及
び
人
員
の
整
理
で
あ
る
。
同
く
、
固

定
設
備
の
債
値
の
切
拾
整
理
で
あ
る
。
日
〈
、
信
用
資
本
の
利
子
宰
の
引
下
で
あ
る
n

し
か
し
、
こ
れ
ら
、
生
産

費
構
成
上
の
決
定
的
要
素
だ
る
不
麗
費
に
闘
す
る
節
約
賓
行
の
困
難
は
到
底
、
前
者
の
比
例
的
費
用
の
節
約
の
場

合
の
比
で
無
い
。
そ
こ
で
窮
境
打
開
の
方
策
は
箇
E
の
企
業
の
範
園
を
超
え
て
、
経
梼
枇
曾
の
全
面
に
向
っ
て
覚

め
ら
れ
て
行
4
0
日
〈
通
貨
の
大
膨
版
、
日
く
救
済
土
木
事
業
、
其
他
何
等
か
の
方
法
に
よ
る
需
要
力
の
補
給
策

等
に
劃
し
て
工
業
界
の
指
導
者
蓮
は
、
企
業
の
立
場
か
ら
少
か
ら
や
渇
仰
の
色
を
示
す
こ
と
に
な
ら
ゴ
る
を
得
な

ぃ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
策
炉
、
又
反
面
に
不
利
盆
な
副
作
用
を
件
ふ
こ
と
も
看
過
ぎ
れ
は
し
な
い
。



か
く
て
最
後
に
は
，
産
業
資
本
の
牧
益
力
の
安
全
と
増
進
と
に
劃
し
て
重
大
な
利
害
関
係
を
有
す
る
金
融
資
本

力
が
、
自
ら
表
面
に
立
ち
現
は
れ
、
剛
躍
を
動
か
し
て
工
業
的
令
業
の
徹
底
的
濁
占
化
を
要
求
し
、
持
短
に
よ
っ

て
本
来
得
ら
る
べ
き
利
盆
の
賓
現
に
封
す
る
各
種
の
障
害
を
可
及
的
に
排
除
す
る
こ
と
を
企
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
日
〈
、
関
税
引
上
の
要
求
で
あ
り
、

日
〈
、
企
業
大
合
同
の
-
要
求
で
あ
り
、
更
ら
に
又
日
〈
、
企
業
特
許
制

度
の
要
求
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
等
の
要
求
に
劃
し
て
は
恰
も
目
下
の
恐
慌
時
に
一
世
を
風
牒
し
て
ゐ
る
所
謂
、

国
民
的
産
業
計
劃
U
主
張
の
如
き
も
の
が
現
は
れ
て
枇
合
的
助
力
を
輿
へ
る
で
あ
ら
う
。
勢
の
極
ま
る
所
は
誌

に
、
各
輔
の
産
業
部
門
停
に
、
『
司
会
副
に
唯
ピ
一
つ

E
い
ふ
企
業
大
合
同
」
と
い
ふ
こ
と
を
珊
想
と
す
る
主
眼
ま
で

も
生
ま
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
ぷ
か
〈
て
‘
世
念
翠
げ
て
、
澗
占
的
束
縛
経
掛
へ
の
特
化
伝
潟
仰
し
、
其
の
高
度

後
展
に
向
っ
て
拍
車
を
営
て
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
c

動
論
、
企
業
mw
澗
古
牝
が
徹
庇
す
れ
に
轍
庇
す
る
税
、

工
業
的
企
業
に
於
け
る
不
況
調
策
と
し
て
の
操
短
が
、
企
業
の
牧
盆
力
に
及
ぽ
す
岡
有
の
救
済
作
用
は
愈
1
.頴
着

に
な
る
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
根
本
に
於
て
、
市
場
需
要
力
の
全
面
的
菱
縮
が
現
は
れ
た
場
合
に
は
、
如
何
に

徹
底
せ
る
渦
占
組
織
も
、
操
短
に
よ
っ
て
際
限
色
無
〈
市
債
を
吊
り
上
げ
て
、
完
全
に
窮
境
を
脱
す
る
こ
と
の
不

可
能
な
る
は
既
に
論
ぜ
る
所
か
ら
推
知
し
得
ら
れ
る
。
し
か
し
、
不
況
時
に
於
け
る
近
代
的
大
企
業
が
其
の
固
有

の
費
用
後
展
性
に
刺
戟
3
れ
て
愈
E
徹
底
せ
る
描
占
化
を
要
求
す
べ
き
必
然
性
は
否
定
し
得
ら
れ
ぬ
っ
た
行
、
其

の
結
果
前
堪
の
却
さ
徹
底
的
猫
占
化
の
主
張
が
賓
現
す
る
程
一
事
態
が
極
端
に
達
せ
る
時
に
、
主
(
の
止
揚
的
、
乃
至

は
反
動
的
主
張
が
如
何
な
る
内
容
を
以
て
支
配
的
勢
力
を
占
め
来
る
べ
き
か
は
今
、
こ
こ
に
論
じ
な
い
。

操

短

と

生

産

費

第
三
十
六
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